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粒状体 の 拘束圧および密度依存性ダイ レ イタ ン シーモ

デル　 　　　 　　 　　 　　　R ．G ．　Wan ・and 　P．」．　Guo
キーワーズ ：構成則／塑性／ダイ レ イタ ン シ

ー
／粒状体　1  ：

DO／ D3／ D5／D6／ D9／ EO

　 本論文 は，砂 の ような粒 状体 の応 力 レベ ル お よび間隙比依 存

性 を説明 で きるス トレ ス
ー
ダイ レイ タ ン シ

ー関 係 につ い て ，そ

の 数学的 な 記述を 行 っ た もの で あ る。この よ うな要 因を考慮 す

る こ とは，粒状体 の 挙動 を モ デル 化 す る場 合特 に 重要な意 味が

あ る。実 際，粒状 体の 力学 的挙動 は，その 多 くがダイ レ イ タ ソ

シ
ー，粒子 配列，間隙比 履歴 な どの 要 因 に 支配 さ れ る。本研 究

の 出発点は ，これ ま で に 十分に 確立 さ れ た Rowe の ス トレス
・・．

ダ イレイ タソ シ
ー関係を用 い るこ とで あ る。本研究 で は，変 形

中 の 粒状体 の 挙動 を よ り完 全 に記述 す る た め に，粒 状体の 挙動

を 支配 し て い る 状 態 パ ラ メ
ー

タ
ー

を導 入 す る こ とに よ っ て

Rowe の ス トレ ス
ー
ダイ レ イ タ ン シ

ー関係 を最終 的 に修正 した。

本研究で 提 案 して い るモ デ ル を用 い て ，間隙比 や拘束圧が 異 な

る粒状体の 三 軸試 験結 果の 数 値シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を行 っ た。
（訳 ： 後藤　聡）（英文，図 ： 14，表 ： 1，参考文献 ：35）

に よ る解析法を 提案 して い る。

　ラ フ トの 変形 問題 を扱 う上 で重要な こ とは，ラ7 トの 曲げ変

形 を 適 切 に モ デ ル 化 す る こ とで あるが ，提案方 法 で は ，Navi−

er （ナ ビア ） （1923） の 解 も基 づ い て ．長 方形 ラ フ トの 変形 を

有 限級 数で 表 して い る。ポテ ン シ ャ ル エ ネ ル ギ
ー

に 関 して は，

ラ フ トの 上載圧，底面応 力 （地盤反 力） および ラフ トの ひ ずみ

エ ネル ギ
ー

か ら，こ れ を定義 してい る。最終 的に，ポ テン シャ

ル エ ネル ギ
ー

が 最小に な る とい う条件 か ら，ラ フ トの 変形 が 計

算 され る。

　提案解 析法 に よ る計算 結果は ，他 の研 究 とほ ぼ同様 な もの で

あ る。提案解析法の 利点 と して ，有限要 素モ デ ル の よ う に ラ フ

トを離散 化す る 必要 がない こ と，計算労 力 が非常 に 少 な くなる

こ とが挙 げ られ る。（訳：松本樹典）（英文，図 ；8，参考文献 ：13）

セ メ ン トキ ル ン ダ ス トに よ リ改良 さ れた 底版 ・路盤材

の剛性率 と微視的構造

　　　　　　 Jian−Hua 　Zhu，　M ．　Zaman 　and 　J．　G 。　Laguros

キー
ワ
ーズ ： 繰返 し荷重／剛性率／道路路盤／上 質安定処理 ／

廃 棄物／微視的構造／変形 　IGC ： D7 ／D10 ／B10

粘土堆積過程 に お け る セ メ ン テ ーシ ョ ン と せ ん 断強度

発現　　　　　　　　　　　　　　　湯 　怡新 ・土田 　孝

キーワーズ ；セ メ ン テ
ー

シ ョ ン ／二 次 圧 密／年 代効 果／粘土

IGC ：D6

　長期 圧密 よ り粘土の せん断 強度 が 時 間的 に増加 し，海底表層

付 近 におい て せ ん 断強度の 増加速 度が特に 大 きい こ とが報告 さ

れ て い る。しか し，この 現象 は 必 ず し も解 明されて い ない 。本

文 は 時間 に伴 う強度増 加特性 に 焦点 を 当て ，年代効 果に よる 強

度増加が体積 圧縮 （ま た は 含水 比 減少）に よ る増加 分 とセ メ ソ

テ
ー

シ ョ ソ に よ る増加 分に分け られ る と した。

　浚渫粘土 の 沈降 ・圧 密 に よ り得 られたせ ん断強度 と含水比 の

実験データ を解析 した と こ ろ，一
次圧 密が 終 了後 で は 含水 比 に

実質的な 変 化が な か っ た の に 対 しせ ん 断強度 の 時間的増加 が認

め られ た。そ の 増加 速 度 は 有 効土 被 り圧 Poに 依存 し，　 Ac。fA
log　t＝O．3》APoとの 関係 で 表 され る。また ，低 応力 レベ ル で の

せん 断強度 実験 を 実施す る と と もに．ほ か の 研究者 に よる関連

資料 を調 べ た。そ の 結果，体積圧縮 の 寄与 を差 し引 い た場 合，

長期二 次圧密過程 に おけ る セ メ ン テ ーシ ョ ン の み に よ る増加 分

の 速 度は，上 記 の 関係式 よ りほ ぼ表 され る こ とが 確 かめ られ た。

な お，有効土 被 り圧 が Po＝0．01− 1000 　kPa の 広範囲で こ の 関

係 が有効で あ る 。 （英文，図 ：21，表 ：3，参考文献 ；13）

半無限弾性地盤上の 長方形 ラ フ トの 変形 に 対する 変分

解析法　 　　　 W ・Y 。Shen ，　Y ・K ・　Chow 　 and 　K ・Y ・Yon9

キー
ワ
ーズ ：半 無限 弾性 地盤／ 変分解析 法／ポ テ ン シ ャ ル エ ネ

ル ギー／ ラフ ト　IGC ：E2

鉛直荷重を 受け る 半無限弾 性地盤上 の フ レ キ シブル な長方形

ラフ ト （床 版）の 変形 に 関 して ，ラ フ トの 変形 モ
ー

ドを 仮定 し，

さらに ポ テ ン シ ャ ル エ ネル ギ
ー

最 小 の 原 理 に 基 づ い て，変分法

　 幹線舗 装道 路 の 設 計 に おい て ，剛性 率 （Mr） は最 も重要 な

パ ラ メ
ー

タ
ー

の
一

つ で あ り，車両荷重 に 対す る舗 装構造材料 の

挙動 に 関す る 指標 で あ る。セ メ ン トキ ル ン ダ ス ト （CKD ）は ，

舗 道路盤 に 用 い る骨材の 品質 を向上 させ る こ とを 目的 に，添加

剤 と して の 利用 が 提案 されて い る。そ こ で，本研 究で は，骨材

の 剛 性 率 に 及 ぼ す CKD 量 や 養生 時 間 の 影 響 を 調 べ るた め ，
AASHTO 　T294 −921 の 手順 に よ る

一連 の 三 軸繰 返 し載荷 試験

を実施 した。その 結果，あ る
一

定の 期 間 に お い て は CKD 量 お

よび 養生 時間 の 増加 に 伴い Mr の 値は 増 え る こ とが 明 らか に な

っ た 。 CKD を 15％ 添加 した 骨材 は ，躡 値 の 観 点 か ら路 盤材

として最 も適 した材料 と考 え られる 。
7 日養生 お よび28 日養生

で は，Mr 値 は そ れ ぞ れ，未加工 の 骨 材 の 70％ お よ び 120％の

増加 が 認 め られ た。しか し28 目養生 と90 目養生 の 骨 材 の 違 い

はほ とん ど認め られ な か っ た。安 定処理 の メ カニ ズム を 明 らか

に す るた め に，走 査型電 子顕微鏡 （SEM ） に よ る観察 と X 線

回折法 （XRD ）に よ る 分析を 行 っ た。その結 果，剛性率の 増

加 は ，CKD の 水 和物 の 生成 と骨 材の 微粒子 分 に よ る 間 隙充填

に よ る こ とが分 か った。（訳 ：小峯秀雄 ） （英 文，図 ：9，表 ；4，参

考文 献 ：27）

先行載荷履歴が 飽和緩詰 め 砂 の 非排水挙動 に 与 え る影

響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A ．Gajo，　L 　P憾 er

キ
ー

ワーズ ：異方性／液状化／応 力経 路／応力履歴 ／三 軸試験

／砂　IGC ： D6

　 湿潤締固 め法で 作成 した 緩詰め砂 に つ い て，排水 ・非排水先

行せ ん 断履歴 が 非排水 せ ん 断挙動 に 与え る 影響 を実験 的 に検討

した 。 降伏曲面や 弾性 異方性 に着 目 し．有効応力経路の
一部 が

その まま降伏 曲面 を示 す こ とを用 い て．応 力誘導異方 性の 影響

を 考察で きる 便利 な方 法で あ る。ま ず 最初 に ，本方 法の 信頼性

を 検討す る た め に，排 水 条 件 での 先 行 載荷履歴 が 非 排 水 載荷時
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